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第1章 緒 言

襲三著者 ωハ第1報 二於テ、静岡縣駿東郡二於

ケル純農村デアル大李村 ノ學童二就 イテ、結核

検診 ヲ施行シ其 ノ成績 ヲ報告 シタガ、之 二引績

キ同郡長泉村 ノ學童二就キ實施 シタ結核検診成

績ヲi弦二報告 スル、

第2章 長泉村ノ概況

第1項 地勢及ビ人文

呑村ハ沼津市/東 北方約6km・ 御 殿 場線(藷 東

海道線〉ノ洛線 ニ アル。 北西 ノ愛鷹 山麓 カラ東

南 二傾斜 シテ木瀬 川洛岸 二及 ビ、東 ハ三島市 二

接 シ、西ハ桃澤川、木瀬川 ニ ヨリ駿東郡大岡村

二境 シ、北 二富士 ノ秀 峰 ヲ望 ミ、南 ハ李坦 デ駿

東郡清水村 二連 ル。 ～

東西1里 、南北2里18町 、 面積1.1方 里 ノ農

村 デアルガ、工場 ノ設置 サ レタル モ ノ大小合 セ

テ十撒個 二及 プ。交通便利 デアル タメ沼津市、

三島市等へ通勤 ノ官公吏、會趾員、工場努務員
　

等 ガ多 イ。戸籔1393戸 、 人 口8197(男3924、

女4273)デ ア ル。

職業別 二之 ヲ観 レバ、 農業686戸 、 工業213戸

商 業97戸 、 交通業56戸 、公務 自由業146戸 、

其他有業123戸 、 無業26戸 等 デ、 之 ヲ第1報

ノ大李村 ト比 較 スル トキハ其趣 モ大 二異 ナ リ、

都市的乃至近代資 本圭義産業 ノ影響 ヲ蒙 ツテヰ

ル農村 ト謂 フコ トガ出來 ヤ ウ。
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第2節

本村 二於 ケル最近10ケ 年 ノ死 亡聰藪 ・・1008名

デ其 中結核死 亡ハ138名(13.69%)デ アル。

肺結核死 亡練敷(肋 膜炎 モ加算 ス〉。89名 デ、

人 口1萬 封1ケ 年李均死亡撒 ハ10.48ト ナルb

其 他 ノ結核死亡総撒49名 デ 人 口1萬 封1年 李

均死 亡ハ5.77、 総結核 死亡 ハ138名 デ人 口1
き

萬1封1年 李均16.26ノ 死 亡奉 トナル。

之 ヲ昭和12年 内閣統 計局死亡統 計二擦 リ、静 岡

縣 結核 死亡統 計 二比較 スル=、 夫 々、14.6、4.2、

18.8デ 、 其他結核 ガ稽 く高率 デハ アルガ全般

風 導

結核死亡 ノ統計的観察

的 ニハ之 二較 べ テ低李 デア リ、叉全國李均ハ夫

々、15・3、5・4、20.7デ ア リ之 二比較 シテモ低

牽 デ アル。更 二亦、諸家 ノ農村結核死亡調査業

績 ヲ尋 ヌルへ 中村等{2)ノ 石 川縣三谷村 ノ36.3

±1・8、中村等{3}ノ 岩 手縣世 米田村 ノ25.7±5.2

熊 谷 、星(43ノ 山形縣飲塚村 ノ16.1、 楠 等t5)ノ

宮 城縣荒雄村 ノ12。2、 岡 田等 ⑥ ノ宮城縣愛島

村 ノ8.6ガ ア リ、之等 二比較 シテモ、抵李デア

,レ
o

又、結核死亡 ヲ、村内及 ビ村外 二就 イテ考察

第1表 最近IOSr間 結核死亡表

ミ

年 度}人 口

(昭和)1(hoak)

8

{2

10

一11

67978

7}

、85388525

1854、

醸
}

呼 吸 器 結 核 死 亡
蜜

其他結核死亡

肺繊i肋 麟 計
81311
60

人 ロ1萬 二

樹 ス ル鍛

13.79

12

【
14

8871に

94861

{人 ロ1萬 二計i

i凱ス ル籔

67.52

15

　
16

8087

8197

・線結核

死 亡

け 　　　　　7
.03

12.gos

5.85

8.15

10.20

12.40

15.81

4.95

12.21

10.48

低 ロ1萬=

i封スル数

33

4

2

3

7

11

3

7

8

一

10年李均 8489 x5 .4

1

一
5

誘

乙

備
4

一
1

一
3

3.5

6

11

5

7

9

11

15

4

101

8.gl

5 5.

4 4.
}

3.3

6 6。

2 2.
-

4。4

& 8.

5 6、

6 7毒

4.9 5.

586

4.69

3.51

6。99

2.27

8.43

17L _&t:3=-1

業善

11{12。88
く　 　　
117 .06

5

「3

一9

一6

一翫

16.91

524.25

11.13

19.52

16.26

第2表 村内、村外、結核死亡表

肺 結 核 其 他 結 核

1}鯉1騨1
第3章

昭和16年9月 下旬 ヨ リ10月 上旬 二亙 リ、 長泉

村 國民塾校見童1561名 〈在籍 兄童1577名 二封

スル受検牽98.92%〉 二 就 キ次 ノ項 目 ノ検査 ヲ

施行 シタ。

1.「 ツベル クリンJ皮 内反鷹検査

傳研製 薔 「ツベル クリン」2000倍 液 ヲ 左前膳屈

(第2表)ス レバ138名 ノ縮結核死 亡中、村 内死

亡95名(68。84%)デ 、 村外死 亡43名(31.16%)

デ アル ガ而 モ其 中24名 ガ縣外 死亡 デ、其多 クハ

東京其他 ノ地方 デ死 亡 シテヰル ノデ、此貼 モ第

1報 大李村 トハ趣 ヲ異 ニ シテ、之等村外死亡者

ハ村 内結核蒙延 ノ感染源 トシテ ノ意義ハ ナイモ

ノト考 ヘ ラレル。

検査資料蒐二検査方法

側皮 内二 〇・1cc注 射 シ48時 聞後 二 國民竸力検

査法 ノ標準 二擦 リ鋼定 シタ。

2.赤 血球沈降速度反懸 検査

ウエスター・グ し・一 ン氏 法 ニ ヨリ概 ネ16--20。C

ノ室温 二放置 シ其 ノ1時 間値 ヲ測定 シタ。

3,胸 部X線 検査(透 覗及 ビ撮影)
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4。 胸部理學的検査

以上ノ他、疑ハシキ者ハ塗抹標本ニヨル鏡検喀

疾検査 ヲ行 ツタ。

第4章 検査成績

第1節 結 核 威 染 拳

被検見童1561名 中、 「ツベル ク リン」反鷹(以 下

物 」反慮 ト略構 ス)陽 性見童 ハ215名(13.77±

0。87%)デ アル。

本校 デハ村 内僻阪 ノ地 亭分教揚(初 等科1--4年

マデ)ヲ 設置 シテアルガ、其見童85中 、 「ツ」反

慮陽性3名(3.53%)デ アル。此 ノ分教揚 ヲ除外

tyテ 本校 ノ ミノ見童1470名 二就 イテ 結核感染

李 ヲ観 レバ'「 ツli反慮 陽性見童212名(14.42±

0.91%)♪ ナ リ稽 ζ高 イ感染率 トナル。

・・分教場 二陽性奪 ノ低 イ理由 トシテへ 低學 年 ノ

見童 ノミデ アル年齢的關係 ト、村内僻 阪地 デア

ル地理的條件 ニ ョル モ ノ ト思考 サ レル。

本村 ノ學童結核感染牽 ハ 余 ①ノ第1報 大 李村

(8・46%!拉 二 前論文 昌 モ引用 シタ小原 σ}ノ岩手

縣農村(9.2%〉 、 石 田、 中村等{8)ノ 宮 城縣 山村

(9。2%)、 有馬、金 井(9}ノ北 海道農i村(7.25%)、

中村、金 田{2)ノ石 川縣農村(11.3%)、 今 村鋤 ノ

香川縣 農村(11.7%〉 、今 村嫡 ノ奈良縣村(14.2

%(余12x13)ノ 茨 城縣農村(9.87%)等 二比 シテ梢

㌃高牽 デハ アルガ、 新 井鋤 ノ東 京 府 下 農 村

(18.8%)澗 騰(6}瑠 騰 農村(15.0%)、 中
ぎ

村等(2)ノ岩 手縣 農村(25.79%)、 申村等(3)ノ 岩

手縣農村志和村(23.5%〉 、 井 上〈th)ノ薩 岡縣地方

學童 で24.8%)、 今 村一{1i>ノ幅 岡縣 農…村(16.8%)、

岡 田㈹ ノ北 海道 農村(25.6%〉 、 有馬等uη ノ石川

縣農村(16.6-26.6%)、 相 良{18)ノ千 葉 縣 農 村

(20.6%)ト 比 較 ス レバ低率 デア～レト謂 ヘル。

之 ヲ要 スルニ本村ハ近接都市 トノ交通 利便 デ通

勤者 モ多 ク、村 内二大小10歎 個 ノ工揚 ガ存在

スル等 ノ鮎 カ ラ考察 ス レバ結 核感 染機會 二富 ム

モノデアリ、農村 トシテハ結核菌 ノ淫浸 程度 モ

相當濃厚 デ アル ト考 ヘ ラレタガ♪學 童結核感染

李 二關スル限 リ、特 二高牽 デ アル トハ考ヘ ラレ

ナ イ。

/

年 齢別 ヨリ観 タル結核感染牽

「ヅ」反鷹 陽性率 ヲ年齢別 二観察 スルニ(第3表)

ノ如 クデアル。10年(17.08±2.66%〉 へ稽 ζ高

牽 デ アル シ、13年(10.82±2.33%)ノ ・稽 ζ低奉

ヲ示 シテヰルガ、 慨観的 ニハ7年(5.33±1.18
く

%)ヲ 最4琢率 トシ。15年(20。21±4。14%)ヲ 最

高奉 トシテ年齢 ノ壇加 二比 例 シテ結核感染率ハ

上昇 ヲ示 シテヰル。此 ノ關係 ハ余 ωノ大李村、

有馬等(91ノ 農 村 二於 ケル結核感染率 ノ曲線 ト異

ナ リ、本村 デハ都 市型 ヲ示 シテヰルモ ノ ト謂 ヒ

得ル。此 ノコ トハ本村 ノ交通 關係、及 ビ工場 ノ

壇設 二件 フ農村 ノ工場化 ニ ヨリ、農村 ガ都市 的

影響乃至近代資本圭義産業 ノ影響 ヲ蒙 リツ ・ア

ル タメ ト考 ヘ ラレル.兎 モ角、純 農村 ノ結核感

染曲線 ト、都市的性格 二移 リツ ・アル農村 ノ結

核感染 曲線 ノ相違ハ爾者二於 ケル結核感染様式
く

ノ疫學的差異 ヲ明劃二描 出 シテヰル シ、又交通

及 ビ産業 ノ護展 二俘 ヒ、都市近接農村 ガ都市的

形態 二移行 シツ・アル ト共 『結核蔓延 ノ様式 モ

亦、都會 型 二移行 スル モノデ アロウ。

10年 二特 二高牽 デ アル コ トハ後述 スル學級 内感

染 ノタメデ灰謂統計的偏在現象 ノタメデアル。

學 年、,學級別 ヨ リ観 タ結核感染牽

「ツ」反鷹 陽性率 ヲ學年劉 二観察 ス レバ1 、2例

外 ヲ除 イテ勿論年齢的閣係 ト同 ジク、 大髄學年

進度 二比例 シテ上昇 シテヰル(第4表)。

而 シテ學級別 二「ツJ反 鷹 陽性率 ヲ観察 スル ナラ

バ初等科第3年 第4組 .(32.73%)、 同4年 第1

組(23。88%)、 同5年 第1組123.08%)、 同5年

第2組(25。00%)等 ノ學級 ニ アツテハ、 特 二高

奉 デ アル。此等 ノ原 因二就 キ精査 ノ結果第9表

症例第11號(開 放性肺 結核)、 第12號(左 肺浸

潤)、 第18號(右 肺上葉炎)等 ノ活動性結核學童

3名 ヲ頚見 シテヰル ノデ、當然學級内感染 ト思
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甑。 第3表 年齢別、性別、學童「)y)反慮陽性牽表
調

年

齢

i
一

楡 査
一

人 員 i
;

聾

心w囎

♂1
ξ

「ツ」反磨陽性見童人員(陽 性奉%)

♀ マ ーi

占 一 一 巳 一P

計交l
v 皐1 計

71

8

34 41 75 3/8.82±4。86) 1(2.44±2.41) 4(5.33±1.18)

i 111 119 ㎝ 8〆7.21±2.45)

唖
14(11.76±2。95)・ 22〔9。56±1.93)

9

10

11

き 94 113 辮 12(12.77±3.4勾 12(10.62±2.89. 24(11.59±2.22)

98, 101 199 7(7.14±2.57)
哩
27(26、73±4。41♪ 34(17.08±2.66)

; 141 86 節 疇

24で16.31±7.93) 13(16.28±10。17) 37(16.29±2.45、

12 { 119 113 魏 扇 24(20.16±3.67) 13(ユ1。51±3.02)

{
37(16.37±2.42)

13 { 93
…
101 194 8(8。60±2.91) 13(12.87±3.33) 91(10.82±2。23)。

14 i 55 48 103 6(10.91±4.20) 11(20.76±2.13) 17(16.50±3.73)

15 i 50
…

44 94 12(24。00±6.04) 7(15。91±5.30)
岬

19(20.21±4.14)

計
1
795 766 1561 104ぐ11.62±1.06) U1(15.79±1.31) 215α3.77±0.87)

一 ▼

㍉

第4表 學年別、學級別 「ツ」反癒陽性牽表

塾

＼＼

)一饗 第 ・ 組 第2組 第3組 第4組 計
一___▼___、 一一 一 一___一 一 …

學
年 反野届 轡 人員轡 届 轡 鳳1讐 届 讐
万 艶
(嘉 義 《男ρ女〉緬 嘱甑 遠鳶議)幽)画 認ll
50351.556653519210∬

(男 、 女 ♪(6・00)(男 、 女)《9。801、(男 、 女)(10・71)(男 、 女 ン/9・43)(9.05)
i棄

皿 馨 撚 〉(351男)'2
.86)嬰(、4㌦)要 轟3)・ 鴎 ・、署93)

IV諺 廠)婁
,(1623、88)1(男11女)(2}1・3>・ 聖(1蓼179

v薯(臨 零 「(茄 濃 禽)
、 逆Ll轟 、

VI豊 ⑥ 今釣(567598男)r12
.50、(女)(13.56)一

._竺 」(・硲

鐸 科 嬰i(、21。7∫ 婁 幽);・ ・71(、§1働
・ll

一

∬ 勢(,24、2
.(嬰.r27927)(製)・1乙9,9二 、 ・27}(、 釜 、i)

欝 紅 藩 ・, 、 凸 歯
初Hvl轟 ・ ,幽 … ・

π㎜

考 サ レ ノと。.
　

其他 ノ學級 デハ開放姓結核學童ハ嚢見シ得ナカ

ツタガ第4年 第2組 デハ陽姓見童16名 申4名 、

又第5年 第2組 デハ12名 中6名 、 即チ 前者 デ

ハ33%、 後者デハ50%二 家庭内感染 ヲ謹明 シ

テヰルノデ、之ガ當該學級感染奪二影響 シタモ
ぜ

ノデアル。之 ヲ要スルニ、學級内感染 ト家庭内

感染ハ學級結核感染李二最 モ影響スルモノデ、

特二結核感染李ノ高イ學級二就イテハ、開放性

結核 ノ教師叉ハ學童二存 スルカ、家庭内二感染
ね

源存 スルカヲ精査 シ以テ感染源 ノ菱除、・感染源

カラノ隔離二進ムコトハ學校結核豫防上緊喫 ノ

問題デアル。

性別 ヨリ観タル結核感染李
「ツ」反鷹陽姓牽 ノ性別差異 ヲ観ルニ或ハ男児二

高 久 或ハ女見二却テ高 クコノ關係ハ各年齢侮



韓

第7號 】 渡部謡學童結核ノ研究 静岡縣駿東郡長泉村學童槍診成績二就テ 213

＼

第5表 部落別結核死亡 ト學童「ツ」反鷹
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人

口

部

落

名

「物反慮陽性

見童数及陽性

牲蕪1蕊 癬}講i
「=iil

5.藪6、13(4.92±2.76、上 窪361 サ　 　 ミ　　 　

王壁1塑 』15・29L璽15(8・2量 土2・・3)1

饗 量毒器蓄 雛 雛)
一色堕[璽9・4・ 葱 10(11.90±3.53)

竹 原558i610。75111(21,57±5.75)

率(%)

納 米 里6581015.20;へ 　　
言十ig4861138

L量

L翌
14.5511561

11(13。41±3.59)

215(13.73±0.87)

二 異 ウ必 ズ シ モ ー一定 シ ナ イ ガ、 概 観 的 ニ ハ 女 兜

李 均(15.79±1。31%)ハ 男 見 李 均(13.77±0.87
ぶ

%)ヲ 凌 駕 シ テ ヰ ル 。 然 詑 ナ ガ ラ 此 ノ統 計 値 ノ

・差 異 ハM、-M,・ ノN/m墾 ゴ(%)+m,・'2(Ae)'-1.67〈3
う ゑ

デアツテ有意 ナ差 トハ認 メ ラレナイ.

通 學医別 出観 タル結核感染牽

通學匠別 二學 童結核感染率 ヲ観 ルニ(第5表 〉竹

原(21。57±5。75%)。 下 土狩 く18.33±0.98%)等

鱒 比較的高牽 デア リ、 反 之、 元 長 窪(4。26士

第2笛

2.08%)、 上 長窪(4.92土2.76%)ハ 低 牽 テアル。

各年度別、部落別人 ロ ヲ調査 スル コ トガ出來 ナ

・・カツタガ昭和14年 度人 ロニ ヨリ各部落毎 二人

口1萬 封結核死 亡撒 ヲ算 出 シテ之 ト學童結核感

染率 トヲi封比(第5表 〉スルニ、爾者 ノ關係必 ズ

シモ比例 シナイ.

コ ノコ トハ先 二引用 シタ諸家 ノ例 ヘバ 中村等 ノ

石川縣 二於 ケル研究 ニ ョツテモ結核死亡'ノ多 イ

ニモ拘ハ ラズ村民結核感染率 ノ豫期 二原 シテ低

イ ト云 フ事實 ニ ヨ リー致 スル。而 シテ コノ原因

二關 シテ中村 ハ之 レヲ疫學的 ニー律 二判断 スル

コ トハ困難 デアルガ縣外死亡 ノ多 イ コ ト等 モ ソ

ノ理 由 ノニ ツ トシテ塞 ゲ ラレルガ、科學 的解 繹

鼎 ハ他 日 ノ研究 二挨 ツ ト結論 シテヰルガ余 モ亦、.

之 二封 シテ何等解 明 スベ キ理 由 ヲ髪見 シ得 ナ
箋

イ。

然 シナガラコ ノ中ニハ下土狩 ノ如 ク結核死 亡率

モ、學 童結核感染牽 モ共 ㌔高牽 ナ部 落 ガアル。

而 シテ此 ノ部落 ハ停車揚所在地 デア リ又三島市

ト乗合 「バ スコノ交通 ノ要衝 二當。リ、人 口稠密、

家屋密 集 シ市街地 ヲ形成 シテ オリ村 内工場 ソ過

牛 ハ此 ノ附近 二存在 スル コ ト等 カ ラ考察 シテ結

核菌 ノ淫浸 ハ都市的檬相 ヲ呈 スル モ ノ ト思考 セ
〆ラ
レル

◎

赤血球沈降反癒成績

被検見童1561名 中、 臨躰的所見蛇 二 胸部X線

學的検査 ニヨ リ要 治療及 ビ要注意見童38名 ヲ

除外 シテ、所謂、健康見童1523名 二 就 ㍉ テ毒

血球沈 降速度反鷹(以 下輩 二赤沈 ト略構 ス)ノ1

時問値 ノ 績 ヲ観 レバ第6表 ノ如 クデアル。

由是、正常値(1-10mm)ヲ 示 スモ ノハ全員 ノ

過牛即 チ56.80%ヲ 占 メ輕 度促進(10-20rnm)

ノモ ノノ、全員 ノ約 ヲ3デ アル。 故 二1-20mm

ノ範 園 ニ アルモ ノニ就 イテ云ヘバ全員 ノ殆 ド90

%デ ア ツテ、20mm以 上 ノ強度促進者 ハ極 メ

テ少 ぞ全員 ノ10%強 二過 ギナイコ トニナル。

之 ハ余 ノ第1報 及 ビ延 島㈹ ノ成績 二比較 スル ト

正常値 ヲ示 スモ ノハ遙 カニ多 イガ、宮 西等⑳ ノ

成績 二比較 ス レバ梢 ζ少 ナイコ トニナル。然 シ

ナガ ラ宮西等 ノ成績 ハ中等 學校 生徒 ノ成績 デ八

第6表 所謂健康學童赤沈度撒分布表r'一
碧齢)度 鯛 騨 凱
1…10レ 堕56・80%)i865(56・80%)

487(31.98タ5)11352(89.43%)10-20

20-30121(7.94%)1473(96.72%)

30-40

40--50

50→

35(2・29%)i1508(98・35%)
　

10(0.65%)i1518(99.56%)

5(0。34%)1523(100.OOタ%)
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1

ア リ、 年齢 ノ増加 二俘 ヒ正 常値 ヲ示 スモ ノガ増

加 シ促進値ハ滅 少 スル ト云 フ余 ノ研究(近 ク壷

表 ノ豫定 ♪及 ビ宮 西等 ノ説 ヲ籍 ルナ ラバ年齢的

二見 テ余 ノ今同 ノ成績 ト若干 ノ軒極 アル ノハ至

當 ト考ヘ ル。 之 二關 シテハ稿 ヲ改 メテ論ズ ル ツ

モ リテ アル。

之 等所謂健康學童 ノ赤沈便ハ統計學的 ニハ

Mコ±mz=11。22±0.136

第3節ズ

「ツ」反懸 ト赤沈 トノ關係 ヲ観 ルタメニ被検見童

全 員二就 イテ、赤沈 ニ ヨル「ツ」反懸 ノ分 布(第

7裟)ト 「ツ」反鷹 ニヨル赤沈 ノ分 布(第8表)ヲ

作製 スルニ、先 ヅ第7表 デ、赤沈正常値(1--10

mtn)ノ モ ノ・rツ 」反鷹(十)ハ109名(12・47%)

デ アル が(一)ハ760名(86.95%)デ 、ツマ リ赤沈

t値 ノ増加 スルニ比例 シテ「ツJ反 鷹(十 〉ノ数 ヲ増

加 スル傾向 ヲ示 シテヰル。然 ルニ赤沈値 ノ輕 度

乃至彊度 二促進 セル モノデモ「ツ」反鷹(一 〉ハ相

當 二多数 ヲ占 メ而 茎30mm以 上 促進者 デハLヅ 」

dl±mゴ=1。70±O。097"ト ナル。

叉病 的所 見 ヲ有 スル38ノ 學童赤沈債 ハ

M2±m2=18.70±0.323

の ±m,=2.95±O。192デ ァ ル、

而 シテM、-M凶/m12+m22>3爾 者 ノ間ソ赤

沈値 ノ差 ハ統 計學 的二有意 デアル。

郎 チ、病的所見 ヲ有 スル學 童 ノ赤沈値 ハ健康學
へ ぢ

童 二比 シテ促進 ヲ認 メル。

「ツ」反 癒 ト赤沈 トノ關係
ノ

反鷹(一)及 ビ(± 〉ノモ ノハ(十)ノ 人員 ノ約3倍

ア ア ル 。

第8表 デ観vバ 、 「ツ」反慮(一)デ アル ノニ赤沈

値 ガ輕度 乃至彊 度二促進 スル モソ バ 約46%デ

ァ リ又、 「ッ」反鷹(+)デ 赤 沈値 ガ正常値 ヲ示 ス
僧

モ ノモ約50%デ ァル,

由是、 「ツ」反鷹 ト赤沈 トー定 ノ關係 アルモノト
つ

ノ・断定 シ難 イ。此 關係 ハ余 ノ陸軍兵員 二於ケル

研究⑳及 ピ宮西㈹ ノ中等學校徒 二於 ケル研究 ト

ヨクー致 スル トコロデアル。

第7表 赤沈 ト「ツ」反慮 トノ關係(赤沈債ニヨル分布)

＼ ＼ ご ソ」反懸

赤沈＼ 一、。、
(+)i(±){(一);'(計)

一一
1--10親 臣短i109(12。47)

{鰍脚鱒

5(0。58)i760(86.95)〔874(100,00)

1(ト20類 …{76(15・38) 3(・.62)1415(脚 ・)1494(100.00)。

20-30mm15(U.81) 1(0.79) 111(87・40) 127(100.00)
30m鞘 以 上15(22.73) 0 51(77.27) 66(100.00)

言†;215(13.76) 9(0.53) 1337(85.71) 1561(100。00)

()内 ノ・%ヲ 示ス

第8表 赤洗 ト「ツ」反慮 トノ關係(「ソ」反磨ニヨル分布)

こ≧査沈1・ 一・・_
反,慮＼ 　 　 一

1。-2。_i2。-3。_

1

30mm以 上 計

一}　 一鰍 一

、(+) 109(50.69) 76(35.35)一 15(6.98) 15(6.98) 215(100・00)、

(±) 5(55.55) 3(33.33) 1(11.12) 0 9(100.00)㌻

(一) 760(56.84) 415(31.03) 111(8.30) 51(3.83) 1337(100.00)

計 874(55.98) 494(31.63) 127(8.18) 66(4.21)11561(100.00)
1

()内 ハ%ヲ 示 ヌ

第4節 「ツ」反態陽性見量ノ戚染源調査
♂1

,「ツ」反慮陽性見童215名 二就イテハ受持教員 ノ 手 ヲ煩ハ シテ家族史二於 ケル結核 ノ有無 ヲ調査
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シ其感染源 ヲ探究 シ、現在家族 申二感染源 ヲ認

ムル者 二封 シテハ學童 ノ養護 二關 シテ、受持教

員及 ビ父兄 二封 シテ沼津保健所 二於 テ指示 スル

所ガアツタ。

「ツ」反鷹 陽性見童 ノ感染源 ト椎定 サ レルモ ノヲ

分類/レ バ(1)家 庭 内 二感染源 ノアルモ ノ40

1例(18・60±2・65%)〈2)親 戚 内二感染源 ノアル

モノ3例(L39±O.79%)(3>家 庭 内 二感染 源 ナ

キモ ノ121例(56・27±3。37%〉(4)感 染 源不 明

ノモ ノ51例(23・74±2・9%)ト ナ ルe之 ヲ第1

報 ト比較 スルニ家庭内感染例ハ18.60%デ 略 く
、

・ 第5節

「ツ」皮慮 陽性見童 ハ215名 デ アル ガ
、 「フイル

ムJ入 手困難 ノタメ 之等全員 ノX線 撮影 プスル

コ トヲ得 ズ、{乃テ胸部理學的所見、家庭内感染

源 ノ濃厚 ナ リト推定 サ レル モ ノ、 所 謂盧弱見

童、透覗検査 二於 テ疑 ハ シイ ト認 メタモ ノ等 ヲ,

選揮的 二155名 二就 テX線 爲眞 ノ撮影 ヲ施行 シ

タ。

。/

伯仲 シテヰ ル。然 ルニ、家庭 内 二感染源 ナキモ

ノ56・27%ハ 第1報 ノ29・41%二 比 較 シテ著 シ

ク高率 デアル.感 染源調査 二當 ツテハ可及的正

確 ヲ期 セシメタ トハ謂へ、素 ヨ リ調査上 ノ粗漏

ハ発 レヌ コ トデ アツテ、事實ノ・家族 史二結核 ヲ

有 スルモ ノ手相 當混入 スルモ ノト考 ヘ ラレ又既

二述 べタ如 ク、學級 内感染 ノ例 モアルガ、本村

ノ状況 ハ純 農村 タル大軍村 ノ場合 ト異 リ、家庭

外感染機會 二富 ミ結核蔓延 ノ仕方 ガ稽 く都市 的

傾 向ニ アル結果 ト考察 サ レル。

・、{

胸部X線 學的検索成績
ξ

155名 中、X線 學的所見 ヲ認 メ ヌモ ノ117例
　

(75.48%)デ 、所見 ヲ認 メタモノ38例(24.52%)

トナル。

所見 ヲ認 メタ38例 二就 イテ、 「ツ」反磨、赤沈、

X線 所見、家族史等 ヲL一括 スルニ第9表 ノ如 ク

テアル。'・ ・

又X線 學的所見上、活動性結核 ト認 老ラvル モ

第9表 胸部X線 所見 ト「ツJ反癒及赤沈 トノ關係

顯 隔 性ド版 廓 沈剣x線 所 見{家 族 史
17♀i器 絹

i

新鮮初感染浸潤
麺

鷲 ～ 　 _

難

丁
4

2i7皐 新鮮初感染浸潤 同居 ノ叔父目下肺結核

7♀-10×12
多

7 右肺門腺茨化像 ド,
8♀ 112x12 11 右肺門腺腫脹ll・

5}8♀ 10x10 8 右肺炎ジモソ民竈
L

6「9舎 10x10 11 傍氣管淋巴腺腫脹i

7 9辛

10萎 一

40x50 52 肺門周園浸潤 母及兄共二目下肺結核
8 30×30 22 左側滲出性肺結核
9 10舎130×35 26

}

右肺門炎

10 ・・ 劉2。 ×2・ 14
1～ 一 一 一 一幽一 一 一

新鮮初感染浸潤

遺1 ・・ 皐[1量 ×・・ 70 左側滲出型肺結核 糀

12 10♀ 26×25
111 ;

右肺中野浸潤 _{
113

藝
工0・ ♀

一
13*10 13 雨側肺門腺腫脹 ・

…

14 10♀ ・、 15×17

一
28 薪鮮初感染浸潤 ・

・15 10♀ 18×15 10 右肺門腺茨化像/箋
晒

16。

一
10×10 10 右側肋膜癒著

17.

10♀

10♀

10早

一 一_
20×23 28 新鮮初感染浸潤 、

18
--

19
一

一 一
20×20

一 禰■剛■口繭胴■幽幽■膨

♀

一
39 右上葉炎 母最近肺結核死亡

1030×30 20 「エ ビ ツ ベ 〃 ク ロ ー ゼ」一
20111♀12×12 4「 捌 肋膜嚇
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、

、

2111♀10×13

2212舎10x12

i6-M-

i6Ti

=
菱

雨側肺尖結核

左肺門腺腫脹
9
σ

[
4
ム

9
』
【
9
～

12♂ ・20×

12♂tj20×

10×10

器
25

畿
FIs

28

11

至

26
i～ 一{{27

28

25×25 6

右肺門周園渥潤

右肺門腺腫脹

右側肋膜勝膳

左肺上、中野渥潤

15×15

13×10　 ぎ　
2912♀ ・15×10

13:

14
トー一 一}
、9

新鮮初感染覆潤

新鮮初感染浸潤

一一一 ,

右肺茨化原装竈

3012♀15×13 6 肺門腺腫脹

}兄 、姉共二最近肺結核死亡 、

1父 最近肺結核死亡

晦 髄 肺結核死かL_一

「
i"一一

3112・ ♂10x10 6

32生3♂

3313

17×20 351

7華

7N

lli郵

40

8,

右肺茨牝原農蜜臨

肺門周園浸潤

15×20 新鮮初感染渡潤
_一 一1

34

3513♀-1

3613舎}

13皐lisx20 肺門腺腫脹
緊15×15

30×30

13♂}25×20

傍氣管淋巴腺腫脹
{{1

肺門周園寝潤

＼

擁

㌔

37

3814

肺門腺腫脹

父 目下肺 結核 罹 患 中

{叔 父肺 結 核 罹患 中 鞭

}_.__.._

♂20x20

第10表X線 所見ノ分類

6

1

幽}{一 一 縢_一 陥_

ピ 病 症 ノ 分 刷 例 鍛
_一__隔_ ____一

1新 鮮初感染浸潤 ㎜㎜一「r
噌 ゴ

胸内腺腫脹10

絢
結1

填

轟l
i

一一 一→

肺 結 核;2
蓬 傘

肺野浸潤;2
も

肺門炎、肺門周園渡潤づ5

肺炎結核1:

肺上葉炎 皿 「1
甑 為

■

丘 ピツベル知 一ゼr1

肺門腺茨化像1

友化原登竈2
非性
活結
動核
(駄

計8
)

肋膜癒著、腓脂:2

ジモン病竈3
一一一

肺門腺腫脹

、

鍔

ノハ30例 デ被 検傘員二封 スル1,92%デ アル
、

ノ

初感染結核症(新鮮初感染浸潤、胸内腺腫脹、肺

用腺灰化傾、灰化原嚢竈〉ハ22例 デ最モ多数デ

ァルコトハ有馬、山田働有馬、山田、窟澤、金

井(23)、高橋、佐々木、吉川蝕、 熊谷鶴稻田、岩

臥 江揚伽、清水⑳等 ノ業績ニー致 スル。而 シ

テ今同 ノX線 學的検索 ハ邊繹的撮影 デアルタ

余ハ第1報 報告 ノ検診二績 イテ、

栖 一一

肺結核死亡 気

亡

亡 ・

一

患中

中 鞭

柵一

幣糊 帽一 一

ψ

一 一

メ、論 議 ヲ差控 ヘ テ軍 生参考 ノタメ所見 ノ分類

(第10表)ヲ 記載 スルニ止 メルガ、豫 メ透覗診断

ニゴ9選 繹 シテヰル ノデ大 ナル過誤 ハ無 イモノ

ト信 ズル。X線 検査 ハ約1週 間 二亙 ツテ沼津保

健所 へ陽性學 童 ヲ教師引峯 ノ下 二出頭 セシメテ

行 ツタモ ノデ アル ガ時恰 モ秋霧 ニモ拘ハ ラズ父

兄 ニ シテ同俘幽頭 スルモソ 多 ク、要注意、要養

護學 童 ノ父兄 二封 シテハ其症歌、塵 置二關 シ詳

細 二読 明納得 二努 メタ關係上、充分 ナル理解 ト

信頼 ヲ得 テ爾後 モ引績 キ受診 二出頭 シ養護上 ノ

連絡 ヲナス コ トノ出來 タ ノハ從來 ノ學校衛生封

策 ニー歩前進 シタモ ノ ト信 ズル。 之 レ偏 ヘニ學

校長 ノ英 断 二依 ルモ ノ ト敬 意 ヲ表 スルモ ノデア

ル。之等要治療 見童ハ12名 デ 全 被 検 見 童 ノ

7・68%二 當 リ又要注意児童 ハ13名 デ アル。

之等 ノ見童 ノ約 称 ガ 家庭 内感染 源 ノアル モノ

テアル コ トヲ考 フレバ家庭 内患者 カラ ノ隔離ハ

最 モ緊喫 ノ問題 デ アル。 岡田鯛 モ亦、 要治療學

童 ノ50%二 家庭 内感染源 ヲ認 メタコ ボヲ報告

シテヰル。

第5章 統括 及 ビ結論

昭和16年9Pt月 ヨリ10月 上旬二亙 ツ テ、 静岡縣駿東郡長泉
● 、
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村學童1561名 二就 イテ結核 検診 ヲ 施行 シタガ

其 ノ成績 ヲ総括 スル ト次 ノ如 クデ アル。

(1)長 泉 村・・沼津市 ヲ去 ル東北方6kmノ 地 黙

ニ アル人 口8340人 ヲ 有 スル農村 デアルガ
、 村

内 二大小 十撒個 ノ工場 ヲ 有 シ、 村 内 カラハ沼

津、三 島市方面 岱 ノ通勤者多敷 ア リ近接都市 ト

ノ交通 ハ頻繁 デア リ、 村 内職業別 デモ農業686

戸 二樹 シテ、商業97戸 、 工業216戸 ア リ純 農

＼村 デハナ ク都市的影響 ノ多 イ農村 デアル。

(2ノ 本村 二於 ケル最近10ケ 年 ノ死 亡 聰 撒 ハ

1008名 デ其 中138名{13、69%)ハ 結 核死亡 デ ア

ル、人 口1萬 封1年 李均死 亡16。26デ アル
。

K3)最 近10ケ 年 ノ肺結核 死亡聰藪 ハ89名 デ入

口1萬 封1ケ 年卒均死亡 ・・10.48デ ア リ、其他

結核死亡縮藪 ハ49名 デ 人 口1萬 封1年 卒均 ハ

5.77デ ァ ル。

(4)縮 結 核 死亡 ノ95名(68、84%〉 ハ村 内死亡、

其他ハ村外死 亡 デア リ之等 ノモノハ村 内二於 ケ

ル結核感染源 トシテノ意義 ハ少 ナイモ ノ ト考へ

㌧ レルo

(5>本 村 學童 ノ「ツ」反鷹i陽性牽 ハ13.73±O.87

%デ ア リ農村 トシテ高牽 デハ ナイ。`

(6)學 童 「ツ」反鷹 陽性牽 ハ7年(5.33±1.18%♪

ヲ最低、15年(20.21±4.14%〉 ヲ最高 トシテ略

≧年齢 二比例 シテ増加 ヲ示 シテヰル.

(7)性 別 二「ツ」反鷹陽性李 ヲ観 ル ト女兇(15.79

±1.31%)・ ・男見(11.62装1.06)二 比 シテ梢 幅

牽 デハ アルガ統計學的 ニハ 有意 ナル 差 デハナ

イ。

(8)特 二「ツ」反鷹陽性率 ノ高イ學級 デハ開放性

結核學童 ヲ嚢見 シテヰル。學校結 核 豫 防 上、

「ツ」反鷹 ヲー定期聞ヲ以 テ反覆施行 スノヒコトハ

陽轄者帥チ初感染者 ヲ見出シテ養護 スル意味 ノ

ミナラズ、特二陽性率 ノ高 イ墨級デハ聾納的二

感染源 ノ早期嚢見、摘出 ト云 フ黙二於テ重要 ノ

意義iヲ有 スルモノデアルe

(9)學 童通學匿域別 ノ「ヅ」反鷹陽姓率 ト其部落

二於ケえレ結核死亡 ト
、ハ特別 ノ關係ヲ認 メナカツ

タ恥然 シナガラ人口稠密 シ交通襲達 セル部落 デ

σ

ハ結核死 亡藪 ト學童 「ツ」反鷹 陽性率 トハ共 二高

率 デアル。

(10)臨 林 所見、X線 検査 デ所見 ヲ認 メタ 者38

名 ヲ除外 シテ1523名 ノ所謂健康學童 ノ赤沈値

ヲ測定 スルニ、全員 ノ過孚藪(56.80%)ハ 正 常

値(1-10mm)ヲ 示 シテヰル.20mm以 上 ノ促進

者ハ全員 ノ約10%デ アル.

(11)所 謂 健康學竜 ノ赤沈値(1時 間)ハM±m-

11・22±O・136mmデ アル.然 ル ニ病 的所見 ヲ認

メタ學童 ノ赤沈値 ハM±m-1S.70±O.323mm

デ所 謂健 康學 童二比 シテ促 進 ヲ示 シ、且 ツ爾者

ノ差 ハ有意 デアル。而 シテ個 々二就 テ観察 ス レ

バ浄動性結核 デアリナガ ラ正常値 ヲ示 ス例 モ少

ナ ク、集 團検診 二於 テ赤沈 ヲ目標 トスルコ トハ

寧 ロ危瞼 デ アル。 一

(12>「ツJ反 鷹iト赤沈 トノ間 ニー定 ノ關係 ヲ認 メ

ナイ。

「13)「ツ」反鷹 陽性見童 ノ感染 源調査 ヲナスニ
、

開放性結核見童 ニ ヨル學級内感染 ト家 庭内感染

ガ重要 ノ役割 ヲ演 ズルモ ノラシイ、価 テ躯級 内

感染源 ノ摘 出、結核 家族 カ ラノ學童 養護 ハ學校

結核豫防上 ノ最 大 ノ問題 デアル。

(14>「 ツJ反 慮i陽性學童215名 中、 選揮的 二155

名 二就 イテ胸部X線 篇 藁撮影 ヲナ シタガ,所 見

ヲ認 メヌ モノ117例(75.48%〉 所 見 ヲ認 メタモ

ノ38例(24.5%)デ ァルe

(15)X線 學 的所 見 ヲ分類 スyバ 初唇 染 結 核 症

(新鮮初感染浸潤8例 、 胸 内腺腫脹及 ビ肺門腺

灰化像11例 、灰化原獲竈1例)22例 デ 最 モ多

イコ トハ諸家 ノ研究成績 トー致 スル。 汐

(16)活 動 性結核ハ30例 デ被検人員 ノ1.92%デ 阪

アル、其 中2名 ハ開放性結核 デアル。

(17)要 治 療i見童ハ12名 デ全見童 ノ7.68%デ ア

リ要注意見童 ハ13名 ザ アルe之 等學童 ハ父兄

ト懇談 ノ上、沼津保健所 デ養護上 ノ指示 テナ シ

経 過 ノ観察 ヲ行 フコ トニ シタ。

'(18>要 治 療
・要注意見童 ノ約1ん ハ 家庭 内'感

染源 ヲ有 スルモ ノデ アル。

(昭和17年8月9日 腕稿)
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稿 ヲ終ルニ臨 ミ、 校閲ヲ賜ツタ恩師鯉沼教授誼二余

ノ研究二掛シ不噺 ノ庇護鞭腱 ヲサレツ・アノシ静岡縣

衛生課長井出潔博士 二感謝 ノ意ヲ表 ス 〃モノデァ

ノレ.・
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